
文化部活動の在り方に関する方針 

                        愛媛県立今治東中等教育学校 

１ はじめに 

  本方針は、愛媛県及び愛媛県教育委員会が平成３１年３月に策定した「愛媛県の 

 文化部活動の在り方に関する方針」に則り、生徒の健全な成長や教師の業務負担の 

 軽減に資するために定めるものである。 

 

２ 適切な運営のための体制整備 

 ⑴ 校長は、生徒の多様なニーズに応じた活動を行うことができる文化部を設置す 

  るよう努める。 

 ⑵ 文化部活動の責任者（以下「文化部顧問」という。）は、年間の活動計画（活 

  動日、休養日及び参加予定大会日程等）並びに毎月の活動計画及び活動実績（活 

  日時・場所、休養日及び参加大会日等）を作成し、校長に提出する。 

 ⑶ 校長は、文化部活動の在り方に関する方針及び各部の活動計画等を学校のホー 

  ムページに掲載し公表する。 

 ⑷ 校長は、毎月の活動計画及び活動実績の確認等により、各文化部の活動内容を 

  把握し、生徒が安全に芸術文化等の活動を行い、教師の負担が過度とならないよ 

う、適宜、指導・是正を行う。 

 

３ 適切な指導の実施 

 ⑴ 校長及び文化部顧問は、生徒の心身の健康管理、事故防止及び体罰・ハラスメ 

  ントの根絶を徹底する。生徒の人格を傷つける言動や体罰は、いかなる場合も許 

  されない。 

 ⑵ 熱中症事故防止の観点から、気象庁の高温注意情報や環境省の暑さ指数等の情 

  報に十分留意し、気温・湿度などの環境条件に配慮する。その際、活動時間の変 

  更や活動の中止等も視野に入れて柔軟に対応する。 

 ⑶ 文化部顧問は、生徒のバランスの取れた健全な成長の確保の観点から休養を適 

切に取ることが必要であること、また、過度の活動が生徒の心身に負担を与え、 

文化部活動以外の様々な活動に参加する機会を奪うこと等を正しく理解するとと 

もに、生徒の芸術文化等の能力の向上や、生涯を通じて芸術文化等に親しむ基礎 

を培うことができるよう、生徒とコミュニケーションを十分に図り、生徒がバー 

ンアウトすることなく、それぞれの目標を達成できるよう、分野の特性等を踏ま 

えた合理的でかつ効率的・効果的な活動方法の積極的な導入等により、休養を適 

切に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を行う。 

 ⑷ 文化部顧問は、文化部活動に関わる各分野の関係団体等が作成・公開する、文 

化部活動における合理的かつ効率的・効果的な活動のための指導手引を積極的に 

活用して、適切な指導を行う。 

 

 



４ 適切な休養日等の設定 

 ⑴ 文化部活動における休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が、教 

育課程内の活動、部活動、学校外の活動、食事、休養及び睡眠のバランスのとれ 

た生活を送ることができるよう、基準を設定する。 

 ⑵ 後期課程については、文化部活動の活性化を学校運営の中核の一つに据えてい 

  る本校の教育方針を踏まえ、生徒の発達段階、活動の特性や活動環境等に応じて、 

  本方針の趣旨に反しない範囲で弾力的に取り扱うものとする。 

 

 ［前期課程における基準］ 

 ○ 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。（平日は少なくとも１日、土 

  曜日及び日曜日（以下「週末」という。）は少なくとも１日以上を休養日とする。 

  週末に活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。） 

 ○ 長期休業中の休養日の設定は、学期中に準じた扱いを行う。また、生徒が十分 

  な休養をとることができるとともに、文化部活動以外にも多様な活動を行うこと 

  ができるよう、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

 ○ １日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の休業日（学期中の週 

  末を含む。）は３時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的かつ効率的・効果 

  的な活動を行う。 

 

 ［後期課程における基準］ 

 ○ 学期中は、週当たり１日以上の休養日を設ける。（週末に活動した場合は、休 

養日を他の日に振り替える。）考査発表期間中や考査期間中、また、長期休業中 

の休養日を含めて、年間を通して、週当たり２日に相当する総休養日数を確保す 

るよう努める。 

 ○ 長期休業中の休養日の設定は、学期中に準じた扱いを行う。 

 ○ １日の活動時間は、ミーティング等の時間を除いて、長くとも平日では２時間 

  ３０分程度、学校の休業日（学期中の週末を含む。）は３時間３０分程度とし、 

  できるだけ短時間に、合理的かつ効率的・効果的な活動を行う。なお、重要な大 

  会を控えている時期など、活動時間の延長を校長が認めればこの限りではない。 

 

５ 地域との連携と大会等の精査 

 ⑴ 校長は、地域の人々の協力や社会教育施設及び文化施設の活用、各種団体との 

連携、保護者の理解と協力、民間事業者の活用等による学校と地域が共に子供を 

育てるという視点に立った、学校と地域が協働・融合した形での地域における持 

続可能な芸術文化等の活動のための環境整備を進める。 

 ⑵ 校長は、学校の文化部が参加する大会等や要請により参加する地域の行事・催 

し等の全体像を把握し、生徒の教育上の意義を考慮して、週末等に開催される様 

々な大会等に参加することが生徒や文化部顧問にとって過度な負担とならないよ 

う、参加する大会数等を精査する。 

 


